
平成１４年 ２月 ５ 日

中 国 運 輸 局

四 国 運 輸 局

第 六 管 区 海 上 保 安 本 部

中 国 地 方 整 備 局

(内線 ・ )082-228-8794 4729 4730
中 国 運 輸 局 船 舶 部 造 船 課

瀬戸内海島嶼域の地域活性化に関する調査の実施について

（平成１３年度地域活性化施策推進費予算）

１．目的

近年、独自の地域資源を活用した地域活性化の取り組みの必要性が高まっている。その

地域資源の一つとして、本調査では、多島海におけるクルージングレジャーを取り上げ、

地域活性化方策の検討を行う。そのため多島海の瀬戸内海をモデル地区とし、ビジターの

気軽な立ち寄りを促す港湾、マリーナ等の受入施設の情報、推奨航路情報、観光情報等の

、 、ＩＴを活用した情報のネットワーク化について調査するとともに このような情報の発信

地域の交流、振興の拠点としての「海の駅」のあり方も併せて検討し、離島を含む地域の

活性化方策を取りまとめる。

２．事業内容（概要）

ⅰ）情報ネットワーク（参考）

未整備のクルージングレジャー情報を補完するとともに、画面更新時間（アクセス

タイム）の短縮等ユーザー利用の機能向上を図るためのソフト画面のリニューアル

化を進める。併せて、利用者利便を高めこれら情報の提供のあり方について提言す

る。

ⅱ 「海の駅」）

、 「 」過去の調査資料等を基に 有識者によるモニター及びフォーラムを通じて 海の駅

の定義、備えるべき要件、あり方について提言する。なお、本事業は、関係者によ

る委員会を設けて実施する。

ⅲ）地域活性化の提言

を活用したマリンレジャーの利用振興、マリンレジャーの活用による離島地域IT
を含む地域活性化について提言する。

３．スケジュール予定

１４年 １月 ２月 ３月H

委託契約・ソフト作成 あり方の検討・ソフト修正情報ネットワーク IT

あり方検討モニターアンケート内容検討

「海の駅」

2/23 24 3/2 3 3/9 10（モニター）△ ・ △ ・ △ ・

△第１回委員会 第２回委員会△委員会等 2/15
フォーラム3/2


